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　磁気的な真夜中以降に、オーロラオーバルよりも極側で発生した Strong Thermal Emission Velocity

Enhancement (STEVE) に似たピンクや紫に見える色を示す発光現象について 2 件の事例解析を行った結果に

ついて報告する。一件目のイベントは、2021 年 12 月 28 日の 01 UT 頃に観測されたアーク状（STEVE と同

様）の発光、二件目のイベントは 2012 年 11 月 13 日の 23 UT 頃に観測されたパッチ状の発光である。どち

らの事例も、ノルウェーのトロムソに設置されているデジタルカメラによって観測された。両イベントとも

STEVE によく似た発光を示すが、STEVE が夕方側にオーロラオーバルの低緯度側で観測されるのに対し、本

事例の発光は朝側、かつオーロラオーバルよりも極側の領域で観測された点において STEVE と異なる特徴を

持つ。しかしながら、これらの領域は、磁気擾乱時に南北方向に発生する電場によって、東西方向に強いイオ

ン流が生じることに共通点がある。夕方側で生じるSTEVE は、局所的にペダーセン伝導度が低下したトラフ領

域で生じる北向きの電場によって、西向き（E x B 方向）の強いイオン流（Subauroral ion drift: SAID）が引き

起こす熱的な発光で生じる可能性が指摘されている (MacDonald et al., 2018)。朝側では、上向きの沿磁力線

電流（Region 2）が強化され、電子の降り込みにより伝導度も増加する。Region 1においても沿磁力線電流は

強化されるが、電子の降り込みを伴わないため、伝導度に南北方向の非一様性が生じる。これにより、Region

1 では南向きの電場が強化され、東向き（E x B 方向）のイオン流が発生する。SAPS/SAID の朝側におけるカ

ウンターパートとみなせるこのイオン流は、Dawnside Auroral Polarization Streams (DAPS; Liu et al., 2020)

として報告されている。本研究で見られた発光は、DAPS が SAPS/SAID と同じように熱的な発光を生じた結

果である可能性がある。一件目のイベントでは Swarm 衛星とトロムソに設置したデジタルカメラの同時観測

が成立しており、この発光は Region 1 と 2 の境界に位置し、東向きの強いイオン流（~2 km/s）を伴ってい

たことがわかった。また、二件目のイベントにおいては Optical Mesosphere Thermosphere Imagers (OMTI)

とデジタルカメラの同時観測が成立しており、背景光（572.5 nm）を含むすべての波長においてパッチ状の

発光が見られたことから、この発光が STEVE と同じように波長によらない連続したスペクトルを持つことが

示唆された。発表では、光学、粒子観測の詳細な結果と、それらから示唆された発光の発生原理、極域の電流

系を踏まえた STEVE との共通点などを議論する予定である。
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